
海の中道管理センター
-新規取組報告-

１. “自助・共助”を学ぶ防災イベント開催

２. 「うみなかたびサイト」の情報発信強化

1



2

１. “自助・共助”を学ぶ防災イベント開催

関連項目：
将来像１ 公園の中の連携強化 ”連携メニューの一層の充実“



１. “自助・共助”を学ぶ防災イベント開催

☝消火器による的あてゲーム ☝倒壊物からの救助訓練（ジャッキアップ）

Point①：福岡県西方沖地震（ 2005年に発生）より20周年を契機に新たに企画

Point②：全国で防災教育を展開するNPOの協力を得て、楽しみながら、防災の備え

を学ぶ内容。

Point③：イベント開催に向け、事前にサポーター養成講座を開催し約30名が参加

（新たな連携として、青少年海の家や地域の防災士関係者等が参画）



１. “自助・共助”を学ぶ防災イベント開催

☜イベント開催に向けた養成講座を事前に
行い、約30名サポーターが参画

（青少年海の家スタッフや地域の防災士会等）

養成講座のノウハウを活かした
防災知識の紙芝居クイズ☞

（担当：青少年海の家安部所長）

※防災イベントの企画が、公園全体や地域の”自助・共助”を学ぶ機会提供に貢献
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２. 「うみなかたびサイト」の情報発信強化

関連項目：
将来像１ 公園の外との連携強化

”海の中道エリア一体となった情報受発信“
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Point①：シティ情報ふくおかと連携し「周遊デジタルブック」を制作

２. 「うみなかたびサイト」の情報発信強化

☜
福岡の街とともに40年以上歩んできた
「シティ情報ふくおか」と連携し
“うみなか×西戸崎×志賀島”のグルメやア
クティビティのスポットを24ページに渡り紹介

https://uminakatabi.com/cms/wp-
content/themes/uminakatabi/assets/img/digitalbook/book/
#target/page_no=1

■参照HP

https://uminakatabi.com/cms/wp-content/themes/uminakatabi/assets/img/digitalbook/book/#target/page_no=1
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Point② “女子旅×日帰り編”等、テーマをもって周遊ポイントを紹介
Point③ デジタルブックの利点を活かし、「ショート動画」も多数リンク

２. 「うみなかたびサイト」の情報発信強化

Point③動画リンク⇩

Point②
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Point④ “宿泊を伴った滞在利用”を促進するコースも紹介
Point⑤ デジタルブックの利点を生かし、地図の位置情報もリンク

２. 「うみなかたびサイト」の情報発信強化

Point④

Point⑤地図リンク⇩



令和６年度国営海の中道海浜公園
における希少生物の域外保全活動

マリンワールド海の中道

○ 中村 雅之

参考資料２
（マリンワールドPFI㈱）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和4年度国営海の中道海浜公園、光と風の広場、環境共生の森における、希少生物の域外保全活動実績につきまして、報告させて頂きます。



R６年度活動実績
活動項目
1.水田

2.希少生物の保全
a)ニッポンパラタナゴ(ⅠB類)
b)カスミサンショウウオ(Ⅱ類)

 c)ヌマガイ

3.大型ビオトープ
 ナンゴクデンジソウ(ⅠA類)
 ミズオオバコ(ⅠB類) 等

4.観察会利用

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
R4年度活動報告として1.水田　2.希少生物の保全a)ニッポンバラタナゴ　b)カスミサンショウウオ　c)ヌマガイ3.大型ビオトープナンゴクデンジソウ・ミズオオバコ・水生昆虫4.観察会について、報告します。



国営海の中道海浜公園

マリンワールド海の中道

環境共生の森

環境共生の森 拡大

水田

ひょうたん池

大型ビオトープ

カスミサンショウウオ



1.水田

2024/6/2田植え 2024/8/5順調に成長

2024/10/6稲刈り 2024/10/6はざかけ展示

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2024/6/2 田植え2024/10/6稲刈り・はざかけ



2.希少生物の保全 2024年
a)ニッポンパラタナゴ
 a)-1. 繁殖実績

  ①ヌマガイ池で自然繁殖個体確認 4月
  ①水族館へ搬入したヌマガイより遊出確認 5月 40個体

 a)-2. 生残率 夏の高水温で、全滅

b)ヌマガイ ヌマガイは、2023年度同様、水槽内
で今年も産卵し、ゴクラクハゼに
グロキディウム幼生が寄生した。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2.希少生物の保全a)ニッポンバラタナゴ　a)-1.繁殖実績①ヌマガイ池で自然産卵を4月から確認②水族館へ搬入したヌマガイから、ニッポンパラタナゴ仔魚泳出確認b)ヌマガイ水槽内で、産卵確認。ゴクラクハゼにグロキディウム幼生が寄生。



2.希少生物の保全
b)カスミサンショウウオ(ビオトープ保全区画)

2024.10.26落葉追加 2025.3.10観察・測定

2025/3/16卵塊

実験区 B

2025/3/10 1対 114粒(69+45)

2025/3/16 1対 157粒(69+58)

A
B

C

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
b)カスミサンショウウオ(ビオトープ保全区画)継続して使用



3.大型ビオトープ
 ナンゴクデンジソウ・ミズオオバコ等順調に育成

定期的な除草整備

2023/5/20 2023/9/9

土の再搬入 2023/9/9

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・R3年度末に造成した大型ビオトープに移植した、ナンゴクデンジソウ(ⅠA)、ミズオオバコ(ⅠB)は、順調に成長。特にミズオオバコは大型ビオトープ一面に繫殖したため、水面が見えるように、部分的に除去して、環境整備を行った。



3.大型ビオトープ
 ・ナンゴクデンジソウ・ミズオオバコ等順調に育成

2024.5.18 2024.7.20

2024.10.26

整備作業
・福岡ECO動物海洋専門学校の実習 (4回/年)
・ボランティア学生(田んぼグラブ)  (1回/月)



4.観察会

1)水辺のいきもの観察会(7/21)

2)おやこビオトープ観察会
        ①7/13 ②9/14 (2回悪天候で中止)

2024/9/14

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
4.観察会大型ビオトープ・カスミサンショウウオ育成繁殖区画、水田等を有効活用し、管理センターと協働で、上半期は水辺の生きもの観察会(1回)、おやこビオトープ観察会(3回)、を実施した。特におやこビオトープ観察会は、福岡ECO動物海洋専門学校の2年生の職業訓練(OJT)と位置ずけ、ボランティアとして参加者に説明解説活動を行った。



R７年度活動目標

1.「自然共生サイト」への登録申請
2.大型ビオトープの増設
3.飼育環境整備の強化

水田

ひょうたん池

大型ビオトープ

カスミサンショウウオ

大型ビオトープ増設



89876002
スタンプ



ドルフィンセレモニー
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